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複数店舗で在庫と配送ネットワークを共有 

オンラインデリバリーのアイテム数及び配達エリアの拡大 

～新たな「ローカル・フルフィルメント・ストア（LFS）」機能を開発～ 

 

ユナイテッド・スーパーマーケット・ホールディングス株式会社（本社：東京都千代田区、代表取締役 

社長：藤田 元宏）は、食品宅配サービス「Online Delivery」（以下オンラインデリバリー）において、

取り扱いアイテム数増加のために実店舗同士をバーチャルストア化するとともに、広域配送を可能とする新

たなフルフィルメント機能を開発し、『ローカル・フルフィルメント・ストア（Local Fulfillment Stores）』とし

て茨城県水戸エリアにて 3 月１０日より実験導入いたしましたので、お知らせします。 
  

 

  記 

＜本取り組みの特徴＞ 

 一般的なネットスーパーは店舗ごとにフルフィルメント機能（商品注文からお客さまのお手元に届くまでの

プロセス）を持たせ、店舗単位で店頭商品のピックアップと発送を行っています。 

オンラインデリバリーではこの度、エリア内の複数店舗の在庫をひとつのバーチャルストアとして統合管理し

フルフィルメント機能を持たせることで、取り扱いアイテム数の拡大と複数店舗の配送ネットワークを共有する

『ローカル・フルフィルメント・ストア（LFS）』を開発いたしました。これにより、従来よりも取り扱いアイテム数

が拡大し、配達可能エリアの拡張が可能となります。 

３月１０日より水戸エリア（フードスクエアカスミ水戸西原店・フードスクエアカスミ水戸堀町店）で  

導入し、今後順次エリアを拡大してまいります。 

 
 

■ 店舗在庫の共有機能による商品アイテム数の拡大 

 隣接する複数店舗の在庫を統合管理し、取り扱いアイテム数全体をそのエリアのバーチャルストア商品と

してオンラインデリバリーに登録し、注文時に該当商品の在庫を持つ店舗に受注実績を割り当てる機能を

実装しました。これにより店舗同士の商品補完が可能となり、オンラインデリバリーで従来以上の豊富な品

揃えが実現しました。 

 



 

 

■ 配送ネットワーク共有システムの導入 

 １件のお買い物で受注情報が複数店舗に割り当てられた場合、配送効率の向上が必要となります。新

たなフルフィルメント機能には複数店舗での集荷とお客さまへの配送管理システムを実装しました。オン  

ラインデリバリーからの注文情報を自動で連携し、配送担当者の割当てや最適な集荷・配送ルートを同 

システムが提案し、ルートを決定します。配送担当者はこのシステムアプリケーション上のルート案内に従い、

集荷から配送までを円滑に進めることができます。 

 

配送ネットワーク共有システムのイメージ 

 

■ お客さまにとってのメリット 

 LFS 機能の導入により、次のような利便性をお客さまに提供いたします。 

・ 従来よりも豊富な商品数からお買い物ができます。 

・ 一度のご注文で、注文先の店舗を意識することなく複数の店舗に発注が可能です。 

・ 複数の店舗からの商品が１度の配送でお手元に届きます。従来どおり、最短で当日発注分が当

日のお届けとなります。 

 

 

リリースのお問い合わせ先 ：広報 IR 担当  浅見（あさみ）/ オンラインデリバリー担当 川崎 

TEL：03－3526－4769 
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配送ネットワーク共有                  

システムアプリケーション 


